
人権について（気づき、考え、行動する）

ともに生きる社会とは
　わたしたちが人間らしく生きながら、それぞれの幸せを築いていく権利。それが
「人権」です。わたしたちすべては、人間として等しく同じ人権を有しており、一
人ひとりが「かけがえのない存在」なのです。
　自分の権利のみならず、他の人の権利と尊厳についても深く理解する。そして、
自分の権利を行使するときに伴う責任を自覚し、人権を相互に尊重し合う。それが
「ともに生きる社会」です。

人には違いがある
　人にはそれぞれ、違い＝「個性」があります。
　人それぞれの「個性」がいかされて社会ができています。必要とされていない人
などいませんし、誰かが優れていたり劣っていたりするわけでもありません。
　わたしたちは、そうした多様な「個性」を持った人たちの中で暮らしているにも
かかわらず、時として他の人と出会ったときに、違いにとまどったり、違いを恐れ
たり、違いから逃げたりしてしまうことがあります。しかし、違いと向き合うこと
を避け続けていると、永遠に違いを楽しむことを知る機会を逃してしまいます。他
の人との新たな出会いは多様な「個性」を見つけ出し、自らの人間性を深めるチャ
ンスであると考える、発想の転換が必要です。

ともに生きる
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